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学校というところは人がいないと、とてつもなくさびしいも
のです。３月４日、無事に卒業式は終えましたが、誰もいない
第１棟2階の教室は数々の思い出がまだ残されており、そ
こへ足を運ぶと様々な光景が思い出され、センチメンタルな
気持ちにさせられます。 
しかし、これは毎年繰り返されること。ひと月もしないうち
にまた新しい亀中生を迎えることになりますし、新たな亀山
中学校としてスタートを切らなくてはなりません。2年生のみ
なさん、第１棟の「新しい住人」になる準備はできています
か。1年生のみなさん、新入生を迎え、先輩になる準備はで
きていますか。今年度もあと半月余りとなってきました。今年
の締めくくりと来年への準備にとりかかりましょう！ 
 

 ３月４日、第７５回亀山市立亀山中学校卒業証書授与式が無事挙行されました。三年という月日のなせる
わざか、それとも中学生という年代だからこそ、できることなのか、３年生２０４名の見せた晴れ姿は、その場
に居合わせたすべての人に感動を与えるものでした。 
 校長として演台に立つ私に誰一人として、片時も目を背けずに話を聞いてくれる卒業生のみなさんに身
震いしながら、式辞をお伝えさせていただきました。卒業生のみなさんからいただいたこの一年という月日
は、とてつもなく大きなプレゼントとして私の記憶の中にも刻みこまれています。そのいくつかをお話させて
いただきましたが、とても語りつくせるものではありませんでした。 
 しかし、それ以上に「わかれの言葉」の中で、生徒代表として語ってくれた５人の卒業生のみなさんの思
いのあふれたメッセージに誰もが、熱くこみ上げるものをおさえることができませんでした。そして久しぶり
に聞くことができた心のこもった合唱も…。２０４名のみなさんそれぞれにドラマがあった中学校生活…。で
も、あなたたちのストーリーはまだ始まったばかりです。これからさらなるサクセスストーリーを積み上げてく
ださい。それもハッピーエンドで…。 
卒業生のみなさんはこの学校だよりを見ることがないのかもしれませんが、２０４名のみなさんが、それ
ぞれの道でご活躍されることをお祈りいたします。卒業おめでとう。 


